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1. はじめに

     海緑石 (Glauconite) は、理論式 K(Fe3+, Mg, Fe2+, Al)2

[(OH)2|(Si, Al)4O10](Fe3+>Mg, Fe2+, Al; [Si>Al]) を持つ二八面

体雲母の一つで (Rieder et al., 1998)、これまで主に鉄に富

む砂岩の膠結物質として広く産出することが知られてき

た。日本国内でも東北や北陸、山陰地方などの新第三系

凝灰質岩中に産出が確認されている (Kadota, 1956; 相田 , 
1968; 植田・鈴木 , 1973; 矢野・島田 , 1984 など )。神奈川

県近隣では、千葉県房総半島の嶺岡帯中のアルカリ玄武

岩に取り込まれた砂岩の中に認められている ( 平野・奥

澤 , 2002)。近年では、玄武岩の熱水変質産物としても確
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認されている (D' Antoniol and Kristensen, 2005; Ionescu et al., 
2006)。
　これまで神奈川県内では、海緑石の産出は未確認であ

った。2007 年 5 月、筆者らは神奈川県山北町人遠に露出

する神縄逆断層破砕帯中に暗緑色の鉱物を確認し化学分

析した結果、海緑石であることが判明した。本稿では、

神奈川県内ではじめて確認された海緑石の産状と化学組

成について報告し、その成因を考察する。

2. 産地と産状

　今回海緑石が発見されたのは、神奈川県足柄上郡山北

町人遠の南方約 800m、酒匂川の支流皆瀬川の一支流の

分岐点に露出する神縄逆断層（松島・今永 , 1968）の露

頭である（図１）。露頭は高さ約 20m の崩落崖で、露頭

に向かって右上から左下にかけて神縄逆断層（走向ほぼ

東西、北に緩傾斜）が認められる。断層の下盤側には第

四系の足柄層群瀬戸層の礫岩、上盤側には新第三系の丹

沢層群本谷川層の凝灰岩が現れている（神奈川県教育委

員会 , 1980）。上盤側の本谷川層が断層により著しく破壊

変形されて断層破砕帯（幅約 10m）となっている（図 2）。
　海緑石は、上盤側の断層破砕帯となっている丹沢層群

本谷川層の赤鉄鉱－石英岩中に認められた。赤鉄鉱－石英

岩は一見暗赤色で泥岩様の成層岩である。海緑石は赤鉄

鉱－石英岩の一部ある層準に、暗灰緑色をした厚さ 2 ～

10cm の層状の濃集が観察される。海緑石濃集層の伸び

の方向は、赤鉄鉱－石英岩の層理面と平行かまたは斜交

する（図 3）。赤鉄鉱－石英岩の下位には、同じく本谷

川層を構成するアルミノセラドン石および磁鉄鉱を含む

酸性火砕岩が認められる。赤鉄鉱－石英岩と酸性火砕岩

との境界は、断層破砕帯中ではあるものの明瞭である。

3. 鏡下観察と化学分析

　鏡下では、赤鉄鉱－石英岩は粒状の石英の粒間を赤鉄

鉱が埋めた細粒砂岩であることがわかる。海緑石は、そ

の中に発達する地層の境界とほぼ平行な割れ目に沿って

やや光沢のある暗灰緑色で切れ切れの薄い小片を成すも

のと、砂岩粒子をなす石英と同程度の大きさで径 0.n mm
程度の大きさの粒状をなすものとが認められる（図４）。

鏡下での劈開の痕跡からみて、どちらの場合も単一の集

合は変形した単結晶から成っている。

　国立科学博物館新宿分館のエネルギー分散型 X 線マイ

クロアナライザー（EPMA）を使用して、切れ切れの薄

層をなす海緑石の組成分析を行った。その結果は、SiO2 
49.99、 Al2O3 4.46、 FeO 23.32、 MgO 4.16、 CaO 0.44、 Na2O 
tr.、 K2O 8.65、 計 91.02% を与えた。計算はまず Fe + Mg + 

図 1．位置図．★印が海緑石産出地点（N35° 22′ 5″，E139° 4′ 20″）．

       国土地理院 1/25,000 地図画像「山北」を使用 .

図 2．海緑石を含む赤鉄鉱－石英岩が見ら

       れる露頭全景．神縄逆断層を挟んで、

　  上盤に丹沢層群本谷川層、下盤に足柄

　   層群瀬戸層が露出する．写真のほぼ中

       央部に本谷川層の赤鉄鉱－石英岩があ

       らわれている．白線枠内は海緑石濃集

        部（図 3）．
　   写真は東北東を向いて撮影．
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Al + Si = 6 とし、次に総計原子価 +22 となるよう Fe の一

部を Fe3+、残りを Fe2+ として、Fe2O3 23.49、 FeO 2.18、 計
93.37%を得た（表 1）。残余 6.63%をH2Oとした実験式は、

(K0.82Ca0.04) Σ 0.86(Fe3+
1.31Mg0.46Fe2+

0.14Al0.10)Σ2.01[(OH)2|(Si3.71Al0.29)

Σ 4.00O10]･0.64H2O となり、Rieder et al., （1998）の理論式を

満足する。

4. Ｘ線による検討

　海緑石を含む赤鉄鉱－石英岩から海緑石の濃集部を分

離し、X 線粉末回折実験を行った。その結果、10.18（強）、

4.53（中）、3.64（中）、3.34（強）、3.08（弱）、2.58（中

強）、2.40（中）、1.511（中）の反射を確認した。これら

は ICDD Card No. 9-439 に与えられた２M 型海緑石のも

のとよく一致する。なお、この結果からは、多型の指定

は行うことはできなかった。また、混入鉱物としては、

石英のほか、モンモリロン石および束沸石（おそらく灰

束沸石）が認められた。

5. 成因に関する考察

　神縄逆断層の断層破砕帯の構成物は、丹沢層群を構成

する酸性火砕岩を主成分とし、少量の砂岩を混じえる。

この中の酸性火砕岩の構成成分はアルミノセラドン石・

モンモリロン石・斜長石・石英および磁鉄鉱であった（平

田ほか , 2008）。なお、この断層破砕帯中にはやや磁性の

強い砂岩の塊や層状をなした海緑石を含む赤鉄鉱層の存

在も確認されている。

　本邦産の堆積岩中の海緑石はすべて鏡下では非常に微

細な葉片状の結晶集合からなるもので、続成作用の産物

とされているが、このようなものを比較すると、本産地

のものは明らかに結晶の粒度は大きい。また、本産地は

丹沢山地を構成する広域変成岩帯の一部に含まれ、その

 表 1.　 EPMA による海緑石の化学分析値 . 

図 3．海緑石濃集部の接近写真．図中央部から左上のやや色の

　　濃い部分が赤鉄鉱－石英岩．図右下のやや色の淡い部分が

　　酸性凝灰岩．図中央部の右上から左下に向けて , 海緑石の

　　濃集した層（長さ約 1m、厚さ 2 ～ 10cm）が伸びる．

図 4．海緑石濃集部の層理にほぼ垂直な断面の岩石薄片写真．

　　層理は左右に平行．hmt（黒色部）：赤鉄鉱、glc（灰色部）

　　：海緑石、  qz（無色不定形）：石英、pl（無色結晶）：斜長

　　石．写真の横幅は 2.5mm．
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